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Abstract

The  warm  temperate  and  subtropical zones  in Japan  were  covered  by a forest dominated  by

evergreen  broad-leaf trees of Castanopsis, Pasania, Quercus(Cyclobalanops),  Cinnamonum,

Persea, etc. This forest is called the evergreen broad-leaf forest, or the lucidophyllous forest. Up

to now,  the lucidophyllous forest has been  studied by  many  authors from  a phytosociological,

ecological or taxonomical  point of view. However,  there has been  no list of all the component

species of the lucidophyllous forest. In order to clear critical conditions of the component  species,

we  made  a list of all the component  species of the lucidophyllous  forest in Kyushu  and

northward  in Japan  according  to red data books  of plant species, an  atlas of Japanese  flora,

phytosociological papers, illustrated books  of Japanese flora, and a list of local flora.

Key  words  : endangered  species, evergreen  broad-leaf forest, flora, laurel forest, lucidophyllous

forest

は じ め に

国内の照葉樹林の種類組成については多くの研究者に

よって調査・研究が進められ, 群落組成表や総合常在度

表にまとめられているように, その樹林を構成する主要

な植物の種名はすでに明らかにされている. しかしなが

ら, 照葉樹林に出現するにもかかわらず, 個体数がきわ

めて少ない種, 局地的に分布している種, 腐生・寄生植

物のように限られた季節に出現する種, 着生植物のよう

に確認が困難な種については, 植生調査時における出現

頻度が非常に低いために偶生種として取り扱われ, 照葉

樹林の構成種として意識されない場合が少なくない. こ

のような出現頻度の低い種も含めて, 照葉樹林を構成す

る植物のリストを作成することは, 照葉樹林内に生育す

る絶滅危惧植物の保全や照葉樹林における生物多様性の

保全を進める上で大変重要である. 著者らは, 現在まで

の調査資料と共に各種文献により, 九州以北の照葉樹林

を構成する植物の一覧表を作成した. 情報不足のため不

十分な点もあると思われるが, 第一段階としてまず公表

し, 今後修正を続けたい.

調 査 方 法

1. 調査対象種

国内における照葉樹林は琉球列島より東北地方まで分

布し, 植物社会学的にはヤブツバキクラスにまとめられ

ている. ヤブツバキクラスは屋久島・種子島以南に分布

するスダジイーリュウキュウアオキオーダーと九州以北

のスダジイーヤブコウジオーダーに二分される( 服部・

中西, 1983). 今回調査対象とした植物は, スダジイー

ヤブコウジオーダーに所属する照葉樹林に生育する種と

した. それらの種のうち, タブノキやヤブツバキのよう

に琉球列島から東北までの広域に分布する種から小地域

に限定されるカンアオイのような遺存型の種まで様々で

あるが, 対象種は屋久島・種子島を除く九州本土以北の

いずれかの照葉樹林に少なくとも1ヵ所以上分布してい

る種とした.
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2. 調査資料

照葉樹林構成種の目録作成に関して使用した文献は,

①照葉樹林に関する植物社会学的研究の成果, ②植物図

鑑, ③地域植物誌, ④レッドデータブック, ⑤植物分布

図, ⑥その他である. 文献は以下の通りである. 照葉樹

林に関する植物社会学的研究の論文として, 鈴木

(1952), 鈴木・鈴木(1973), 宮脇(1980,1981,1982,

1983,1984,1985,1986,1987), 宮脇ほか(1971), 伊藤

(1972,1974), 伊藤ほか(1992), 大場(1971,1982), 山

中(1978), 服部・中西(1983), 服部(1985) を用いた.

植物図鑑としては, 佐竹ほか(1981,1982a,1982b,

1989a,1989b), 倉田・中池(1979,1981,1983,1985,

1987,1990) を使用した. 地域植物誌としては, 熊本記

念植物採集会(1969), 岡ほか(1972), 千葉県生物学

会(1975), 初島(1975), 山中(1978), 鈴木ほか(1981),

杉本(1984), 神奈川県植物誌調査会・神奈川県立博物

館(1988), 阿部(1990), 桑島(1990), 南谷(1992),

広島大学理学部付属宮島自然植物実験所・比婆科学教育

振興会(1997), 伊藤(1998), 東京都における保護上

重要な野生生物の種に関する検討会(1998a) を用いた.

レッドデータブックとして, 広島県野生生物保護対策検

討会(1995), 貴重な野生生物等選定委員会(1995),

愛知県植物誌調査会(1996), 沖縄県環境保健部自然保

護課(1996), 岡山の自然を守る会・自然研究会(1997),

島根県環境生活部景観自然課(1997), 熊本県希少野生

動植物検討委員会(1998), 埼玉県環境生活部自然保護

課(1998), 東京都における保護上重要な野生生物の種

に関する検討会(1998b), 千葉県環境部自然保護課

(1999), 茨城県版レッドデータブック植物編普及版作

成検討委員会(1999), 高知県文化環境部環境保全課

(1999), 環境庁(2000), 宮崎県版レッドデータブック

作成検討委員会(2000), 大阪府農林水産部緑の環境整

備室(2000), 三重県立博物館・三重自然誌の会(2001),

神奈川県レッドデータ生物調査団(1995) を使用した.分

布図は, Horikawa  (1972,1976) を用いた. その他と

して, 宮脇ほか(1978) の植生便覧を使用した.

3. 照葉樹林構成種の基準

照葉樹林は林冠が照葉樹( クチクラ層のよく発達した

光沢がある葉をもつ樹種) に被われ, 林内にも多数の照

葉樹が生育する樹林と定義されている( 中野, 1930; 今

西・吉良, 1953 : 田川, 1983 ; 服部, 1985 ; 服部・浅

見, 1998). 照葉樹林は樹林の自然性によって照葉原生

林( 人の手の大っていない樹林), 照葉自然林(多少の利

用が認められるが, 社寺林等として保護されてきた樹

林),照葉二次林(薪炭林として利用されてきた萌芽林),

照葉人工林( 植栽によって形成された樹林) に区分され

る( 服部・浅見, 1998). 調査対象とした照葉樹林は,

植生自然度9に該当する照葉原生林と自然性の高い照葉

自然林であり,照葉二次林および照葉人工林は除外した.

照葉樹林内にはヒサカキ, ヤブツバキ, サカキ, ネズミ

モチといった照葉樹だけでなく, 林内の様々な立地条件

に対応して, 常緑多年生草本, 夏緑多年生草本, 夏緑樹,

着生植物, 腐生植物, ツル植物などの様々な生活形を持

つ植物が生育しているが, 一般的には林冠のギャップが

大きく, 林内の照度が高いほど夏緑樹や草本類が多くな

る傾向がある. 照葉樹林も林冠のギャップ形成に始まる

群落動態によって維持・再生されているので( 仲, 1984;

磯谷・奥富,1 99 1 ; Yamamoto,  1992), ギャップに

生育するタラノキ, ヌルデ, アカメガシワ, カラスザン

ショウ, イイギリなどの夏緑樹も広い意味では照葉樹林

構成種と見なすべきであろうが, 今回の照葉樹林構成種

の基準としては,ギャップ相に集中するような種を省き,

服部ほか(2000)をもとに以下の6つの基準を設定し, 構

成種を抽出した. なお, 構成種は種, 亜種, 変種レベル

でとりあげた.

① 照葉樹林にごく普通に生育し, 多くの研究者が作

成した照葉樹林の総合常在度に高い頻度で出現する

ヤブツバキ, ヒサカキ, アオキ, スダジイ, コジイ,

アラカシ, アカガシ, ウラジロガシ, カナメモチ,

リンボク, バクチノキ, ヤマモガシ, ヤマモモ, ナ

ギ, イヌマキ, サカキ, シキミなどの照葉樹( ヤブ

ツバキクラスに含まれる群集, 群団, オーダーなど

の植生単位の標徴種や識別種に位置付けられている

種).

② 照葉樹林における出現頻度は高くはないが, 他の

群落にはまったく出現しないか, または, ほとんど

出現しないマヤラン, キリシマシャクジョウ, ツチ

トリモチなどの植物( 照葉樹林にも出現するが, 疎

林, 林縁, 伐採跡地, 草原などに分布の中心がある

夏緑樹, 草本類は省く).

③ 絶滅危惧種に指定されているごく稀な種であり,

生育環境がよく調べられていないが, 照葉樹林に生

育している記録があるか, またはそのように推定さ

れるアキザキナギラン, ナガバヒゼンマユミ, コウ

ライタチバナなどの植物.

④ 現在, 照葉樹林の他に竹林, 植林, 夏緑二次林に

もよく出現するが, 本来照葉樹林に生育していたと

考えられるエビネ, シュンラン, ミヤマウズラ, カ

ンアオイ類などの植物.

⑤ 垂直分布から見ると照葉樹林帯上部から夏緑林帯

下部にかけて分布するミヤマシキミ, ユズリハなど

の照葉樹やシノブ, イワオモダカ, アオネカズラな

どの着生植物( 同じようなゾーンに出現する夏緑樹

や裏日本側の夏緑林に集中し, 照葉樹林には少ない



エソユズリハ, ヒメモチ, ユキツバキなどの照葉樹

は省く).

⑥ フウラン, マメヅタ, セッコク, マメヅタラン,

ムギラン, ムカデランなどのように岩上にも着生す

るが, 照葉樹にもよく着生する植物.

4. 照葉樹林構成種の一覧表作成

2に示した文献をもとに,3 の基準に従って九州以北に

分布する照葉樹林構成種を抽出した. 各照葉樹林構成種

について, 生活形, 固有種( 日本国内だけに分布する種),

主要分布域, 各都府県における分布や絶滅の可能性を文

献をもとに調査し, 記録した.

生活形については,照葉高木(林冠を構成する高木), 照

葉小高木( 亜高木層に達する高木), 照葉低木( 低木層以

下の樹木), 常緑ツル植物, 夏緑ツル植物, 着生ラン, 着

生シダ, 着生低木, 木生シダ, ツル生シダ, 地生シダ,

地生ラン, 多年生草本, 腐生ラン, 腐生植物( ラン科以

外の腐生植物), 寄生植物に区分した.

地理的分布については, 北限や東限を重視して主要分

布域をまとめた. 国内全体, 都府県 における分布は地方

植物誌や植物分布図を参考に記録した.

レッドデータブックの出版されている都府県では
■ EX

(絶滅),DD( 情報不足),A( 絶滅にもっとも近い),

B(A に次ぐ),C(B に次ぐ),D(C に次ぐ) に区分

して示した. 国, 都, 府, 県によって絶滅段階の評価基

準が異なっているため, 便宜上A,  B,  C,  D で簡略化

させている. なお, 都府県 の選出は, 照葉樹林構成種の

重要分布域であって, レッドデータブックや地方植物誌

が刊行されている地域を基準とし, 宮崎県, 熊本県, 高

知県, 広島県, 島根県, 岡山県, 兵庫県, 大阪府, 三重

県, 愛知県, 東京都( 伊豆諸島), 神奈川県, 千葉県, 茨

城県, 埼玉県とした. レッドデータブックは未刊行であ

るが, 照葉樹林の分布拠点として重要な徳島県, 山口県,

静岡県については分布のみを示した. なお, 調査対象種

は前述したように屋久島・種子島を除く九州本土以北に

分布している種としたが, それらの種のうち多くは, 屋

久島・種子島以南沖縄県 にも分布している. そのために

参考として沖縄県 の欄も作成した. したがって, そこに

は沖縄県における照葉樹林構成種の全体は示されていな

い. また, 日本の欄は環境庁(2000) のレッドデータの

結果を示すために付け加えた.

調 査 結 果

1. 照葉樹林構成種数

調査方法に基づいて,照葉樹林構成種の目録を作成し,

Appendix 1 に示した. 種の配列は, 各々の種を検索す

るのにもっとも簡単なように種の和名の五十音順とし

た. そ の結果 九州 以北 の照葉樹 林構成種は479 種( 亜 種,

変 種レ ベルも含 む) に達し た. こ のうち 日本に固有な 種

は149 種 で, 約30% 前 後 の固有 率とな る. 国 内 の維管 束

植物 は亜 種, 変 種 まで含 めて 約8000 種 と い われ てい る

(環 境 庁,2000). 九 州 以 北の照葉 樹林構成 種で全体 の

約6% 前 後 占めている ことにな り, 稀 少種も含 めると, 照

葉樹林 構成種 の種数は, こ の数 値を見る 限り低く はない.

都 道府県 別 に見 ると, 宮 崎県 の種数が多く, 今 回 の調

査対象 地の中では もっと も北に位置 する埼玉県 が最 小で

ある. 日 本列島 を北上す るほど構 成種数は 減少する 傾向

が認 められる. 最 多 の宮崎県(380 種) と 最 少の埼玉県

(128 種) を 比較する と,3 倍 程 度 の差が認 められる.

2. 絶 滅 危 惧植物の 割合

九 州 以 北 の 照 葉 樹 林 構 成 種479 種 の う ち, 環 境 庁

(2000) に よ る 絶滅が危 惧さ れる 植物( 全 ラン ク種 の計)

は135 種 あ り, 全 体 の約30% に 及 んでい る. 各 都道府県

別の規 準による 絶滅危惧 率をみる と, そ の割 合のもっ と

も高い県 は千葉県 の約47% で, 埼 玉県 の40%, 兵 庫 県 の

38% が そ れに続いて いる. 各 都府県 別にみて も絶滅危 惧

植物 の割 合は高 い.
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Appendix l 照葉樹林構成種の目録
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Appendix 1 (continued)

「日 本」の列には, 九州本土 以北に分布する照葉樹 林構成種の すべてが 示されている.「沖縄 」の列には, 左記 の種のうち琉球 列島に分布する種 のみが示されている.


